
『国際セミナー：太平洋島嶼国におけるエネルギー安全保障』 

～再生可能エネルギー利用の島嶼地域向けの最適化への日本の貢献～ 

市川 JICA 理事による冒頭挨拶 

（平成 27 年 6 月 18 日（木）10:00-15:30，於：JICA 市ヶ谷ビル） 

 

国際機関、在京大使館など海外からのご来賓の皆様、政府関連機関、民間企業、地方自治

体、大学・研究機関などエネルギーの有識者の皆様、本日はこのような素晴らしい国際会議

をここ JICA の国際会議場にて開催して頂き誠に嬉しく思っております。また、機構を代表

してこの会議の成功を祈りつつ一言、ご挨拶申し上げます。 

 

まず初めに、皆様方にご紹介したい方々がこの会議室にいらっしゃいます。世界各地の島

嶼国から JICA の「マイクログリッド導入研修」に参加している行政官、技術者の皆様です。 

 

このあとのセッションでは、トンガとパラオの方に大洋州及び各国のエネルギー情勢につ

いて発表頂きます。 

 

さて、先月開催された太平洋・島サミット（PALM7）では、安倍首相よりエネルギー安

全保障の向上及び温室効果ガスの削減への寄与を目的として、島嶼国における化石燃料消費

削減のために協力していく意図が表明されました。JICA はこの方針に従い、本日セッショ

ン２にてご紹介します「ハイブリッド・アイランド構想」という名称の支援プログラムを進

めていく所存です。このプログラムでは、沖縄を中心する日本の経験・知見を活用すること

で、島嶼国でのエネルギー安全保障の課題解決に積極的に貢献していきたいと考えています。 

 

最後になりますが、本セミナーが、国際機関、民間企業、大学・研究機関など有識者によ

る活発な議論が行われることで、実り多いものとなることを期待しつつ、私からの挨拶とさ

せていただきます。ご清聴有難うございました。 

 

（了） 

 


